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あらまし 我々はホームネットワークシステムにおいて，ユーザの嗜好に適応したパーソナルリモコンを実現可能な

実行プラットフォームを開発している．本稿では，先行研究において開発したパーソナルリモコンのレイアウト作成

支援ツール，Personal Remocon Creater（PRCreater）を拡張し，アクションの作成支援機能を追加する．この拡張

により，パーソナルリモコン作成に係る全ての過程を，専門知識を持たないエンドユーザでも容易に達成できると

考える．評価実験として，あらかじめ指定された家電操作要求を満たすリモコンを自由に作成してもらい，インタ

ビューを行う．その結果に基づき，個人でリモコンを作成するというパーソナルリモコンの概念そのものに対する評

価，PRCreaterの使用感に対する評価，及び，リモコン定義言語の記述能力や応答速度といった実行プラットフォー

ムの評価の 3つの観点から提案手法に対する考察を行う．

キーワード パーソナルリモコン，ヒューマンインタフェース，パーソナルリモコン実行プラットフォーム，GUI

Experiment of Creation for Personal Remote Controller in

Home Network System

Keisuke TOKUDA†, Takuya INADA†, Shinsuke MATSUMOTO†, and Masahide NAKAMURA†

† Kobe University Rokkoudaityou 1–1，Nada-ku，Kobe，Hyogo，657–8501 Japan

E-mail: †{tokuda,inada}@ws.cs.kobe-u.ac.jp, ††{shinsuke,masa-n}@cs.kobe-u.ac.jp

Abstract We have been studying an execution platform of the personal remote controller for the home network

system (HNS). Our previous work have also implemented “Personal Remocon Creater” which supports layout cre-

ation of the personal remote controller. This paper extends the layout creation tool to support action definition.

This extension allows end-users to easily create their personalized controllers more intuitively without specialized

knowledge and skills. We also conduct an experimental evaluation, where the subjects create own controllers that

have some specified functions for operating home appliances. Finally we discuss from the following three perspecti-

ves; the concept of personalized remote controller, the usability of controller creation tool, the performance and the

capability of controller execution platform.
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1. は じ め に

我々は先行研究 [1]において，個人の嗜好や宅内環境に合わ

せたインタフェースで家電機器を操作できる個人適応型リモコ

ンパーソナルリモコンを提案し，パーソナルリモコンの実行

プラットフォームを開発した．このプラットフォームは，エン

ドユーザが作成したリモコンの定義情報を読み取り，携帯端末

上にパーソナルリモコンを実現する．リモコンの定義情報は，

ボタン配置や背景色などのレイアウトを定義する言語 PRLL

（Personal Remocon Layout Language）と，ボタン押下時の家

電操作アクションを定義する言語 PRAL（Personal Remocon

Action Language）の 2つの言語で記述される．エンドユーザ

は PRLLと PRALをテキストエディタなどを用いて記述する

ことで，自身の好みに応じたパーソナルリモコンを自由に作成，

カスタマイズできる．

先行研究 [2]では，PRLLで記述されるレイアウト情報の作

成支援ツール Personal Remocon Creater（PRCreater）

を提案した．本ツールを利用することで，PRLLを直接記述す

ることなく，GUIによる直感的な操作でレイアウトを作成する

ことができる．また PRCreater は作成したレイアウト情報の

共有機能を持っており，別のユーザが作成したレイアウトを参

考にカスタマイズできる機能を持つ．
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現在パーソナルリモコンには，以下に示す 2 つの課題が残

されている．まず，先行研究 [2]で開発した PRCreaterはリモ

コンレイアウトの作成支援，すなわち PRLL の作成支援に留

まっており，ボタン押下時のアクション情報を記述する PRAL

の作成支援が必須課題の一つである．この課題を達成すること

で，パーソナルリモコン作成に係る全ての過程を，専門知識を

持たないエンドユーザでも容易に達成できると考える．最後の

課題は，提案実行プラットフォームと作成支援ツールを含めた，

パーソナルリモコン作成の全過程の評価実験の実施である．

本稿では，PRALの作成を支援するために PRCreaterの拡

張を行い，この支援ツールを用いた評価実験を行う．実験では

10名の被験者を対象に，あらかじめ指定された家電操作要求を

満たすリモコンを自由に作成してもらう．評価項目は，リモコ

ン作成に要した工数と作成されたリモコンに対する満足度，及

び実験後に実施したインタビューである．これらの評価項目に

基づき，個人でリモコンを作成するというパーソナルリモコン

の概念そのものに対する評価，PRCreaterの使用感に対する評

価，及びリモコン定義言語の記述能力や応答速度といった実行

プラットフォームの評価の 3つの観点から提案手法に対する考

察を行う．

2. 準 備

2. 1 ホームネットワークシステム

ホームネットワークシステム（HNS）とは，宅内の家電や

センサをネットワークに接続することによって，ネットワーク

から計算機による家電機器制御を可能とするシステムである．

HNS を利用することで，宅外からの家電モニタリングや遠隔

操作，複数家電の連携制御等の付加価値サービスを実行できる．

我々の研究グループは，実際の家電機器を用いた HNS 環

境，CS27-HNS を構築している．CS27-HNS では，様々な

種類の家電をネットワーク越しに標準的な方法で操作する

ため，各家電の機能を Web サービス [3] として公開してい

る．Web サービスとして公開された家電は，単純な URI へ

のアクセスにより操作することができる．例えば，TV の

電源をつけるためには http://cs27-hns/TVservice/on に

アクセスし，TV のチャンネルを 8 に変更するには http:

//cs27-hns/TVservice/channel&param0=8 にアクセスする

だけで家電を操作できる．

2. 2 パーソナルリモコン実行プラットフォーム

我々は先行研究 [1]において，ユーザが自由にカスタマイズ

可能なリモコン，パーソナルリモコンの実行プラットフォーム

を構築した．このプラットフォームを利用することで，エンド

ユーザは自身の嗜好や宅内環境に適応したインタフェースを利

用して，宅内の家電操作を行うことできる．

パーソナルリモコンの作成と利用の流れ，及び実行プラット

フォームのアーキテクチャを図 1に示す．エンドユーザは，ま

ずテキストエディタあるいは支援ツールを用いて，後述するリ

モコンの定義情報が記述されたファイルを作成する．実行プ

ラットフォームは作成された定義ファイルを読み取り，XML

Parserを介してリモコン定義情報を格納するデータベースに登
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図 1 パーソナルリモコン実行プラットフォームのアーキテクチャ

録する．登録されたリモコン情報は，Rendering Program に

より，ユーザの持つ携帯端末上にリモコンの形で描画される．

リモコンの操作イベントは Event Listener に通知され，HNS

Controllerにより HNS内の家電機器操作が実行される．

2. 3 パーソナルリモコン定義言語

エンドユーザが定義するリモコン情報は，以下の 2種類の言

語を用いて定義される．

PRLL (Personal Remocon Layout Language)：リモコンの

レイアウト情報を定義する XML形式の構造化言語である．1

レイアウトは複数のスクリーンで構成され，1スクリーンは複

数のボタンから構成される．各ボタンには配置や色，画像ファ

イルといったパラメタが定義される．またボタンには可視／不

可視パラメタが付与されており，ボタン押下に応じて見た目を

変えることが可能である．ボタン押下の際の振る舞いは，次に

説明するアクション記述言語により定義される．

PRAL (Personal Remocon Action Language)：PRLLで定

義された各ボタンの押下時アクションを定義する XML形式の

構造化言語である．定義可能なアクションは，HNS 上の家電

操作，スクリーンの遷移，携帯端末上での効果音の再生である．

単一家電の操作に限らず，1ボタンでの複数家電の制御や，画

面遷移と効果音の再生といった複数アクションの定義も可能で

ある．

2. 4 研究の目的

先行研究 [2]では，PRLLの作成支援ツールとしてPRCreater

の開発を行った．PRCreaterを利用することで，エンドユーザ

は GUIによる直感的な操作でレイアウトを作成できるように

なった．一方で，アクションを定義する PRAL の作成支援に

ついては残された課題となっていた．

本研究では，まず PRCreaterを拡張し，PRAL記述の支援

を可能とする機能を追加する．これにより，専門知識を持た

ないエンドユーザでもパーソナルリモコンの全過程を容易に

達成できると考える．さらに提案実行プラットフォーム及び

PRCreaterを利用したパーソナルリモコン作成全過程の評価実

験を行い，提案手法の有効性を確かめる．
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図 2 PRLL Editor のレイアウト作成画面

図 3 PRLL 要素入力フォーム

3. Personal Remocon Creater

3. 1 概 要

Personal Remocon Creater（PRCreater）は，パーソナル

リモコン作成を支援する GUIアプリケーションである．この

GUIアプリケーションのシステムは主に，PRLL Editor [2]と

PRAL Editorの 2つの機能から構築される．

3. 2 PRLL Editor

PRLL記述を支援する機能である．ボタンを視覚的に配置で

きる，レイアウトの変更を簡単に行える，PRLLの要素を簡単

に記述できるといった特徴を持つ．以下で PRLL Editorの持

つ主な機能を説明する．

ドラッグ&ドロップによるボタン配置：レイアウトをドラッ

グ&ドロップなどの操作で視覚的に作成，変更できる．ユーザ

は，図 2の右側に示される画像を，左側のスクリーンに自由に

配置することでレイアウトを自由に構築する．利用できる画像

に関しては，ユーザが自分で用意した画像とあらかじめ用意さ

れた画像の 2種類が存在する．また，配置した画像の右下をマ

ウスでドラッグすることで画像のサイズを変更できる．

PRLL要素入力フォーム：ユーザは図 3に示される入力フォー

ムで PRLL 要素をコンボボックスや自動記述などで容易に記

述できる．設定できる情報は，ボタンの色，テキストと可視／

不可視パラメタといったボタンの見た目とボタン押下時のアク

ションである．アクションの具体的な内容に関しては，次に説

明する PRAL Editorによって設定する．

3. 3 PRAL Editor

PRAL記述を支援する機能である．PRALの要素を容易に記

図 4 PRAL 要素入力フォーム

述できる，一度記述した家電操作 URIを再利用できるといった

特徴を持つ．以下で PRAL Editorの持つ主な機能を説明する．

PRAL要素入力フォーム：ユーザは図 4に示される入力フォー

ムで PRAL要素を容易に記述できる．ActionDescriptionの入

力フォームでは複数のアクションを識別するための名前を設定

する．Home Applicance Operationの入力フォームで，TVを

つける・照明を消灯するといった家電操作を設定する．設定した

家電操作の情報はTasksListに追加されていく．Device Action

の入力フォームで，効果音や画面遷移を設定する．効果音に関

しては，ユーザが自分で用意した音楽ファイルを利用できる．

作成したアクションはアクションリストに登録される．

家電操作URI参照機能：一度記述した家電操作のためのURI

を再利用するための機能である．具体的には，一度作成したア

クションの名前を記述するだけで，指定したアクションで設定し

た家電操作を実行できる．例えば，図 4において，宅内の照明を

消灯し，TVの電源を消す “Good Night”アクションを作成し

ている．この場合，既に “TVOff”アクションと “LightOff”ア

クションが作成されていれば，その名前を記述するだけでアク

ションの設定ができる．http://cs27-hns/Lightservice/off

といった照明消灯や TV電源を切るのための URIを記述する

必要がなくなる．一度作成した PRAL ファイルを読み込み既

成のアクションとして利用することも可能である．

3. 4 実 装

Personal Remocon Createrはオープンソースソフトウェア

である DroidDraw [4]をベースに機能を拡張し，実装した．利

用したDroidDrawは version 18.1である．開発言語は Javaで

総コード行数は約 11,000行，開発工数は 80人日である．
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4. 評 価 実 験

4. 1 実 験 概 要

パーソナルリモコンの有用性を確かめるために，リモコン

作成の一連の流れを通した評価実験を行う．実験では被験者に

PRCreater を利用してもらい，指定された機能要求を満たす

リモコンを作成してもらう．リモコン作成に要した工数と作成

されたリモコンに対する満足度，及び実験後に実施したインタ

ビューの評価項目に基づき，以下の 3 つの観点で評価を行う．

1．個人でリモコンの作成を行うというパーソナルリモコンの

概念そのものに対する評価，2．PRCreaterの使いやすさ，3．

リモコン定義言語の記述能力．被験者は学士課程と修士課程の

20代男性 10名である．

4. 2 実験タスク

実施してもらったタスクは，以下の 4つである．

レイアウト設計タスク：リモコンレイアウトの画面設計，及び

画面に用いる画像素材の作成を行う．リモコンが満たすべき機

能要求は以下の通りである．TVに対して，電源 ON／ OFF・

TVモードと DVDモードへの入力切替・音量操作・チャンネ

ル操作ができること．照明に対して点灯／消灯ができること．

扇風機に対して，電源の ON／ OFF・スイング操作・風量操

作ができること．なお，画面設計方法は各被験者の自由とした．

レイアウト作成タスク：レイアウト設計タスクで作成した画

面設計に基づき，実際に PRLL Editorを利用してレイアウト

を作成してもらう．なお，家電操作に関するアクション定義は，

あらかじめ用意された PRALファイルを利用する．

レイアウト変更タスク：レイアウト作成タスクで作成したリ

モコンレイアウトに対して，PRLL Editor を利用して以下の

追加・変更・削除を行う．TVの入力切替を TVモードと DVD

モードから，ゲームモードと PCモードへ変更する．操作可能

な照明機器の数を追加する．操作可能対象機器から扇風機を削

除する．

アクション作成タスク：PRAL Editor を利用して，以下の

2つのアクションを定義する．1つ目は，宅内の照明を全て消

灯し，TVの電源を切り，カーテンを閉める “Good Night”ア

クション．2つ目は，宅内の照明を全て点灯し，TVの電源を

入れ，カーテンを開ける “Good Morning”アクション．なお，

ボタン押下時の効果音再生に関しては，ユーザが自由に設定し

てよいものとする．レイアウトの設定に関しては，あらかじめ

用意された PRLLファイルを利用する．

全てのタスクの実施後に，各被験者に自分で作成したパーソ

ナルリモコンを利用してもらい，実際に家電を操作してもらっ

た．その後インタビューを行い，PRCreaterの使用感やリモコ

ン定義言語の記述能力等に関して意見をもらった．各タスクの

評価項目は，レイアウトの設計時間とレイアウトの作成時間・

変更時間，及びアクションの作成時間である．

4. 3 実 験 環 境

実験環境として，本研究室で研究・開発している HNS環境，

CS27-HNSを使用した．パーソナルリモコンの利用端末として，

Android 1.6 搭載の Android dev Phone1，Android 2.1 搭載

表 1 レイアウトとアクションの作成に要した時間（単位：分）

レイアウト アクション

被験者 設計 作成 変更 作成

A 57 22 8 23

B 57 5 9 26

C 77 40 24 8

D 57 19 16 33

E 210 12 30 10

F 330 30 30 20

G 132 150 45 19

H 144 137 19 22

I 83 227 24 23

J 114 116 29 35

平均 126 76 23 22

の ZiiO7，及び Android 2.2搭載の GALAXY Tabを用いた．

4. 4 実 験 結 果

実験結果を表 1に，作成されたレイアウトの一部を図 5に，

実験後に行ったアンケートの結果を表 2に示す．

レイアウトに関するタスクに対しての平均工数は，画面設計

は約 2時間，PRCreaterを利用したレイアウト作成は約 76分，

変更は約 23分であった．被験者のタイプとしては，最低限の

機能を満たすリモコンを短時間で作成する被験者（A～D）や，

画面設計からレイアウト作成まで数時間を費やす，こだわりを

持った被験者（G～J）などが確認できる．また被験者（E，F）

は画面設計に 3 時間から 5 時間と多くの工数を費やしていた

が，実際のレイアウト作成はそれぞれ 12分，30分と他の被験

者と比べて短かった．レイアウト完成後のレイアウト変更タス

クに対する工数は，全ての被験者で 1時間未満であった．

アクションの作成工数は平均 22分であった．読み込み対象

のファイル配置ミスや家電操作 URI の記述ミスなど細かなミ

スが多く，全体的に予想以上の時間を要していた．一方トラブ

ルの無かった被験者 Iは，8分と短い時間でアクション作成を

終えていた．

5. 考 察

5. 1 パーソナルリモコン全体に対する考察

エンドユーザ自らリモコンを作成するという行為に対して考

察する．実験ではレイアウトの設計からアクション作成まで，

平均で合計 4 時間以上の工数が必要であった．しかしながら，

アンケートの結果からは「愛着が沸く」，「カスタマイズできて

楽しい」といったパーソナルリモコンの満足感に関する肯定的

な意見が得られた．また，リモコンの利便性や使いやすさとい

う観点からも「利用頻度の高いボタンを使いやすい位置に配置

できる」，「宅内環境に柔軟に適応できる」，「複数家電を 1ボタ

ンで連携制御できる」，「宅内の複数のリモコンを 1つのリモコ

ンに集約できる」といった肯定的な意見が多く得られた．これ

らの点から，パーソナルリモコンの有用性が確かめられたと考

える．

実験に対する制約として，本実験の被験者は全て計算機に関

する知識が豊富な学生であったため，リモコンを自身で作成・
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被験者A

被験者I被験者G

被験者E

被験者J

被験者C 被験者D

(c) The Pokemon Company/ゲームソフト

/ポケットモンスター ファイアレッド

(c) 株式会社AKS/AKB48 (c) Yngwie J. Malmsteen

/Trilogy 

被験者F被験者B

被験者H

(c)任天堂/ゲームソフト

/マリオブラザーズ

図 5 作成されたパーソナルリモコンのレイアウト

表 2 アンケート結果

パーソナルリモコン全体に対する評価

肯定 自分で作ったものなので愛着が沸く．

肯定 好みに合わせてカスタマイズできて楽しい．

肯定 利用頻度の高いボタンを使いやすい位置に配置できる．

肯定 宅内環境は多様であり，個人適応型リモコンには意義がある．

肯定 ボタン 1 つで複数家電を操作できるて便利．

肯定 宅内の複数のリモコンを 1 つのリモコンに集約できる．

否定 レイアウト作成が趣味に走りすぎて使いにくかった．

実行プラットフォームに対する評価

改善 家電の現状態を取得できる機能が欲しい．

改善 ジェスチャなどの携帯端末の機能を利用した操作を使いたい．

否定 ボタン押下時の反応が鈍く操作感が悪い．

PRCreater に対する評価

肯定 視覚的にレイアウトを作成できるのは直観的で分かりやすい．

肯定 家電操作アクションのプリセット機能が非常に便利．

肯定 効果音など遊び機能があって，より愛着が沸く．

改善 家電 URI 入力に対するスペルミス機能が欲しい．

改善 デフォルトレイアウトを用意して欲しい．

否定 GUI エディタとしての必須機能の不足．

カスタマイズするという行為に抵抗が少なかったということが

考えられる．より多くの年齢層の被験者に実験を行ってもらい，

より客観的な評価実験を行うことは今後の課題の一つである．

5. 2 実行プラットフォームに対する考察

プラットフォームへの拡張要求として，家電状態を取得できる

機能が欲しいという意見が得られた．実験で用いた CS27-HNS

では，家電機器の現状態や，温度・湿度などの宅内環境をネッ

トワーク経由で取得可能である [5]．この状態取得は機器操作と

同様に URI アクセスで呼び出すことが可能であり，提案パー

ソナルリモコンに組み込むことも比較的容易である．この拡張

により，携帯端末での機器モニタリングや消費電力振り返りな

どの機能を持った，単なる家電操作のためのリモコンに留まら

ない，「HNS向け個人適応型・統合インタフェース」への拡張

が可能である．

次に，リモコン定義言語の記述能力について考察する．アン

ケートにより，「ジェスチャを利用した操作機能が欲しい」と

いった定義言語の記述能力に関する改善意見が得られた．現在

のリモコン定義言語は従来のリモコンと同様，ボタン押下によ

る操作のみを想定していた．しかし提案実行プラットフォーム

は Android端末での利用を想定しており，端末に搭載された加

速度センサを利用できるように拡張することも可能である．こ

れにより，リモコン本体のひねる動作や上下左右に振る動作な

どに家電機器操作を割り当てることで，より直感的で使いやす

いリモコンを提供できると考えられる．

次に実行プラットフォームのパフォーマンスについて考察す

る．否定的な意見として「ボタン押下時の反応が鈍く操作感

が悪い」という意見が目立った．実験で利用した CS27-HNS

環境では，各種家電機器をWebサービスとしてラップしてお

り，URI 呼び出しにより家電の機器操作が実行される．家電

のサービス化により，ネットワーク越しの家電操作が可能とな

る一方で，無視できない通信オーバヘッドが発生する．これは

CS27-HNS環境に依存した問題であり，その性能改善は本研究

の対象外となるが，家電同士を直接ネットワークに繋げるよう
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なスマートホーム環境では大きな問題にならないと考える．

5. 3 PRCreaterに対する考察

レイアウトの設計・作成・変更，及びアクション作成を含め

た，リモコン作成全行程の平均時間は約 4時間強であり，ユー

ザにとっては大きな負担であるように見受けられる．その理由

について調査したところ，レイアウト作成に 1時間以上を要し

ていた被験者（G～J）は，より自分の好みに合ったリモコンを

目指して，レイアウトの試行錯誤を繰り返していた．また図 5

に示すように，被験者 Jは強いこだわりを持ってレイアウトを

作成しており，被験者同士のレビューの中でも最も好評であっ

た．このような職人気質の強いユーザにとっては，リモコン作

成の負担が大きくても，高い満足度が得られると考えられる．

一方，短い時間でレイアウト作成を終えていた被験者（A～

F）に関しては，ほぼ事前設計の内容と同じレイアウトを作成

しており，その平均作成工数は約 21分程度であった．また，ア

ンケートの結果からも，「視覚的にレイアウトを作成できる」，

「アクションのプリセット機能が便利」，「効果音等の機能があり，

より愛着が沸く」などの肯定的な意見が得られた．これらの結

果から，ある程度の工数は要するものの，おおむね PRCreater

を利用することで満足のいくリモコンを作成できると考えら

れる．

アクション作成に対する平均工数は平均 22分であった．機

器操作をプリセットで用意していた点については肯定的な意見

が多かったが，プリセットにない操作に対する URI 記述ミス

が多発しており，この点に関する改善が必須課題である．また，

コピー&ペーストやオブジェクトの前面／背面設定ができない

など，GUIエディタとしての機能不足に関する改善要求も挙げ

られており，これらに対する改善を今後加える予定である．

6. 関 連 研 究

Crespo と Bier [6] は，専門的な知識を持たない非プログラ

マを対象とした Web アプリケーション作成支援システム，

WebWriterを提案している．WebWriterでは，まずハイパー

リンクやチェックボックス等のGUIコンポーネントを配置して

Webページを作成する．同様に，CGIによる動的コンテンツ

（チャットWebアプリのメッセージフィールドなど）の入出力

コンポーネントを配置することで，Webアプリケーションが作

成される．“WebWriter”は，非プログラマ向けの GUI作成支

援という点で本研究と一致する部分は多く，リモコン GUI へ

の応用も可能である．しかしながら，本研究ではレイアウト定

義とアクション定義を別ファイルとして切り離すという設計方

針を取っている．この定義の分離により，家電の追加や入れ替

えなどの宅内環境の変更に対して，レイアウトを意識すること

なく既存のアクション定義を修正・再利用可能である．

ユーザの嗜好や環境に応じたインタフェースを提供するた

めの研究も数多く報告されている [7]～[9]．Liuらの研究 [7]や

Khushrajと Lassilaの研究 [8]は，ユーザのプロファイルや現

状態，レイアウトの操作履歴などのユーザの情報を利用して，

自動的にそのユーザにとって使いやすいインタフェースを提供

するものである．また Kryzystofら [9]は，ユーザの好みや使

用端末に応じて，自動的に使いやすいインタフェースに切り替

わるシステムを提案している．例えば，同じ「プリンタの選択

を行う」という操作であっても，ユーザがマウスを利用してい

る場合は，プリンタ一覧がドロップダウンメニューで提示され，

タッチパネルを利用している場合にはリストとして提示される．

これらの手法はインタフェース側が自動的にユーザに適応する

ものであるが，我々の提案するパーソナルリモコンはユーザ自

らがインタフェースをカスタマイズするという点で異なる．こ

れらの研究は互いに敵対するものではなく，レイアウトの自動

適応機能とユーザによるカスタマイズ機能を融合した仕組みを

用意することで，より使いやすく愛着のある個人適応型インタ

フェースを提供できると考えられる．

7. お わ り に

本稿では，パーソナルリモコン作成全工程支援を目的として，

レイアウト作成支援ツール PRCreater を改良し，ボタン押下

時のアクション設定を支援する機能を追加・拡張した．評価実

験の結果，PRCreaterを利用することで，高い満足度と利便性

を持つパーソナルリモコンを作成できることが確認できた．

今後の課題として，GUIエディタとしての必須機能の追加，

家電モニタリングのためのレイアウト定義言語の拡張，より直

感的な家電操作を提供するためのアクション定義言語の拡張な

どが挙げられる．また，ユーザの現状態に応じて最適なレイア

ウトを自動で提供するような仕組みとの融合を現在検討中で

ある．
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